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ミミズは土の健康診断に有効か(1 ) 

ミミズのいる土は良いか， ミミズがし、ると土は

良くなるか。良いとは。ミミズは土の性質や肥沃

度を判定する生物として有効か。どの種類が有効

か。いずれも明確な回答はまだ先のことであろう

が，これまでの資料から検討してみる。

1. 土の質(あるいは土の健康度)の尺度として

のミミズ

ミミズなど土に棲む土壌動物は，土壌微生物と

ともに土壌生物として，土壌圏の固相(土)の有

機物を構成する。多種多様な土壌動物は土壌圏の

機能(生産・分解・調整)に対する寄与の内容に

もとづき 2大別される:

(土腕境問問土の物理・化学性を整える)

土壌生物調整動物群(土の生物性を調える)

東北農業試験場 畑地利用部

上席研究官中 村 好 男

境とされる耕地でも生息すること。

2 )土の 3性質(化学・物理・生物性)改善への

寄与が大きいこと。

3 )計測(土からの分離や仕分けなど)が煩雑で

ないこと 0

4 )現場で計測あるいは推定が可能なこと。

なお土の質の善し悪しは，たんに短期的な収量

の高低ではなく，土の健康度を表す。つまり健康

な土とは，農業(経営)が短期的収益を追求する

のではなく，永続的な食料生産という社会的要請

に応えるものであるから，く無機有機成分が程良

く，土壌圏の機能の正常な土〉である。ミミズの

存在は土の健康を保証する。

一般的に土壌動物の種類組成や密度は，林地→

草地→耕地の)1原に組成が貧弱で，密度が低いとさ

ミミズは古くから m自然の鍬"と称され，土壌 れるが， ミミズの密度は草地で高い。わが国のミ

環境形成動物群の代表であり，最近は生物調整と ミズ可小型類のヒメミミズ類を除く大型陸生類)

しての大きな役割も解明されている。ミミズは土 は棲み場から 4生態型(表 1)に分かれる。ふつ

壌動物のなかで体が大きく，重量があり，さらに うツリミミズとフトミミズ類が混生し，草地はツ

次の条件を具えることから，土の質の尺度として リミミズ類が，畑地はフトミミズ類の密度が高い

有望視されている: ょうである。

1 )多様な生態型(表 1参照)をもち，厳しい環
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表 1 日本のおもなミミズ(陸生大型類)の生態型(下線はツリミミズ，他はフトミミズ類)

生態型 堆肥生息型 枯葉生息型

孔道 無 無

糞 小さい 不鮮明

体色 中間 渡色

餌 分解中の堆肥 分解中の枯葉

主な機能 腐植化 腐植化

主な種類 シマミミズ キタフクロナシツリミミズ

ムラサキツリミミズ

2. ミミズがいると土は良くく健康に〉なるか

有機物分解は微生物が主体である，は言 うまで

もなし、。それにミミズを添加すると， ミミズは微

生物の活動を高める働きもする。たとえば堆肥製

造にミミズが関与すると分解速度が早まり，団粒

率が増加したり，植物成長促進物質が添加される

など，付加価値が増す。さらにリン酸・カルシウ

ムなどの養分は，根に利用されやすい形態が多く

なる(土に'吸着 し利用されにくいリン酸を， 有効

化するのに有望)。 またミミズ独自の活動として

野外では，地上の枯葉や有機物を地下に持ち込む。

そのさい開けた孔や，その孔に出したフン(団粒

である)が，空気や水の流れを調整する。孔は微

生物や小動物の住み家に，フンは餌となる。微生

表層土生息型 下層土生息型

地表に開く 地下深くつながる

表層や土壌の隙間 孔道や土壌の隙間

中間 淡色

分解中の枯葉や土 土や枯れた根

運搬混合 撹狩・構造形成

サクラミミズ パライロツリミミズ

カッショクツリミミズ ヒトツモンミミズ

ニオイ(クソ)ミミズ リュウキュウミミズ

ノ、タケミミズ

物を呑み込み，野菜などの根こぶ病や腐敗(病)

を防 ぐこともある。ときには体表に微生物を付着

しあるいはフンとして運び， 根粒菌やVA菌など

をばらまく。こうしてミミズが居ると土の物理・

化学性が改善され，さ らに豊かな生物性も形成さ

れ， 土壌圏の機能の正常な土となる，すなわち土

は良く く健康に〉なる。

そのためポットにミミズを移入し作物を育てる

と， 成長が良く(図 1)， 収量が増加することも

ある。 穀物・野菜・ 果樹・牧草類および樹木の苗

などに効果があり，とくに牧草類の収量増加は著

しし、。

闘場でもミミズ数の増加は収量を増加させる。

たとえばオーストラリアの大麦畑では麦茎重およ

図 1 ヒトツモンミミズ(フトミミズ類)移入と大豆の

生育

び穀物重が，また古くからミミズを

人工的に移入しているニュージーラ

ンドの草地では年間草生産量が，そ

れぞれミミズ重量増加とともに増加

する。

化成肥料のみ 枯れ草のみ 枯れ草+ミミズ 8

(100/m2
) 頭移入

わが国は優勢なミミズがこれ らの

国とは異なる。効果はあるか。酪農

振興が叫ぱ九た1960年 代に，北海道

の草地で閃危局が大規模なミミズ調

査をした。その数値を検討 したとこ

ろ， 草生時量 とミミズの数や重量 と

の聞にほとんど相関がなかった(図

2上)。 ところが 表 1にもとずいて

ミミズを，前述の 2国で優勢な土壌

(表層 と下層)型のツリミミズ類の

みとすると， 草生産量 とミミズの数

や重量 とも相関は正 (r=0.50) で
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図 2 草生産量とミミズ数及び重量との関連(北海道開発局1966より作図)
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草収量と土壌型ツリミミズ数(・:実線)および重量(0:点線)の関連

あった (図 2下)。 ポット実験で，大豆(図 1) 耕起稲葉堆肥枠の 170%であった。

や大麦に効果を示したわが国に優勢なフトミミズ 図 4は三種類(褐色森林土，灰色低地土，黒ボ

類は，野外では効果が低いのであろうか。草に対 ク土)の土の枠 (10m2
) に，耕起の有無と異なる

して効果が低いのかもしれない。

3. ミミズの畑作物への効果実験

図3は枠 (10mヘ黒ボク土)にフトミミズを移

入 (100個体110m2
) し，毎年大豆(夏作)と大麦

(冬作) を栽培した 5年後の生育状況である。

ミズ移入枠はミミズが棲息しやすいように作物残

さで被覆し，無肥料とした。作物の生育はミミズ

移入枠が良く，大麦の収量は耕起化成枠の160%，

肥料形態を 5年間処理し， ミミズ数と団粒重量を

計測した結果である。麦と大豆茎葉は完熟堆肥化

して表面散布し，さらにその上に各材料で被覆じ

7こO

土壌の性質は，開始時に比べ，耕起区(化成肥

料および稲葉堆肥)の三土壌とも pH値と p • 

K・Mg含量が低下し， Ca含量・気相率・ EC'値

が上昇した。とくに Mg含量低下が褐色森林土:と
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図 3 ミミズ移入 5年後の大麦(上 3段)---大豆(下 3段)

の生育様相

黒ボク土で著しかった。無耕起区は

三土壌間，作物間および土壌層位間

で変化の様相が異なっていた。麦区

で増加(上昇) したのは， pH値が

黒ボク土，全窒素含量が 3土壌の O

---5cm層， K・Mg含量が褐色森林

土と黒ボク土， Ca含量・液層・気

相率・ EC値が三土壌で，とくに Ca

含量が黒ボク土で増した。大豆区で

は麦区と似た変化であったが，変異

幅が少なかった。

ミミズ数(とくにフトミミズ類)

と団粒重量とも化成肥料/耕起区で

少なく，無耕起条件で多し、。とくに灰

色低地土で耕起の有無の差異が著し

かった。人工的に移入しなかったミ

ミズが，土詰時から棲息していたの

化成肥料のみ 稲葉堆肥のみ ミミズ移入

(100頭110m2)

図 4 肥料形態と耕起有無がミミズ数と団粒量に与える効果(枠， 5年目)
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肥料形態を 7年間処理し， ミミズ数と団粒重量を

計測した結果である。ミミズ数は耕起の有無で大

きく異なり，耕起では枯草単一区のみに少数のフ

トミミズ類が，無耕起では全区から採集された。

とくに稲葉堆肥単一区は，堆肥とともに移入した

と考えられるツリミミズ類のシマミミズが多く，

桑条堆肥単一区はフトミミズ類が多かった。

ズ数と団粒重量聞の相関はわずかに正 (r=0.48)

か， 枠外から侵入したのか不明である。 ミミズ

(ツリミミズとフトミミズ類を含めだ)数と団粒

重量聞には正の相関 (r=0.83)が認ぬられた(こ

の団粒のすべてがミミズ由来とは考えにくいが)。

ところが作物収量とは，夏作のスイートコーンが

やや正(r=O.37， )冬作のキャベツが負 (rニ 0.39)

であった。

図 5は畑(黒ボク土)に，耕起の有無と異なる
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図 5 肥料形態と起耕有無がミミズ数と団粒量に与える効果(圃場， 7年目)
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であった。ところが大豆茎重とミミズ数聞は高い

正の相関 (r=0..84)であった。

長以上のごとく明確ではないが， ミミズ数増加→

土壌性質変化〈たとえば団粒量増加)→作物収量

増加，という傾向はつかめた。やはりポットでの

明確な効果を，野外で再現することは難しい。ミ

ミズ効果は作物・土壌型あるいは移入種類で異な

り，むしろ減収することもあるという。検討には

栽培期間が短く，肥料成分への反応性の高い野菜

を用いるなどの工夫も必要であろう。

( 7月号へ続く)
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ケイ素の生物学 -5一

京都大学名誉教捜

高 橋英

動物とケイ素

高等動物に対するケイ素の作用

動物には骨格成分にシリカを利用するグノレープ されて)， 繊維芽細胞による謬原繊維の生成が起

のあることを前回紹介しました。これらのグルー こり，繊維増殖が進行します。そしてそれは次第

プの存在は原生動物と海綿動物内限られており， に太い謬原繊維になり，ついに結節(ケイ肺結節)

それ以上のより高等な動物には知られていませ を形成します。

ん。それでは高等動物に対するケイ素の作用につ

いてはどのような知見が得られているでしょう

か。これには，国体のシリカ (Si02) 微粒子と水

に溶けているケイ酸 (H4Si04) で作用が異なるの

で，二つに分けて紹介します。

1 シリカ微粒子の作用

シリカ微粒子には鉱物起源のものと生物起源の

ものとがあります。前者の作用としてはケイ肺症

とアスベスト症が有名です。

ケイ肺症 (SiIicosi~) 29， 30) 

石工や鉱夫のような鉱石を砕く仕事をする労働

者の多くが，呼吸機能を害し，結核に感染し易い

ことは古くから知られていました。しかしこの職

業病が，シリカの微粒子の吸入によることが指摘

されたのは1915年でした。

一般に粉塵が肺に入ると組織に繊維増殖が起こ

りますが，石英のような結晶性シリカによって引

き起こされる繊維増殖は，その量が多いだけでな

く進行性であるという特徴があります。したがっ

てケイ肺になって職場を辞めても病症が進み，戦

前はもちろん戦後もしばらくの間，ケイ肺は労災

病の大きな部分を占めていました。

ケイ肺症は次のようなフロセスで起こると考え

られています。'.

肺胞注1)にある大食細胞がシリカ微粒子を取り

込むと，細胞内のリソソームの膜が壊れ，分解酵

素が漏れ出て大食細胞注2)は死にます。するとそ

れが刺激となって(おそらく何等かの因子が放出

この結節は肺胞内の血管の周りにできるため，

血管は次第に圧迫され， しまいには血液が流れな

くなります。また肺胞壁や小気管支も結節に圧迫

されて肺気腫注3)を引き起こし， それらの結果肺

機能に重大な障害をもたらします。

アスベスト症 (Asbestosis)31) 

アスベスト(石綿)というのは加水ケイ酸塩の

細し、繊維状集合体に対する総称で，大きく分けて

角閃石アスベストと蛇紋石アスベストの二つがあ

ります。アスベストは屈曲性があり，また不燃性

であるので，建築用や耐火，断熱材などとして広

く利用されていました注4)。

アスベスト症の最初の報告は， 1907年にイギリ

スのアスベスト工場の労働者についてのもので

す。アスベスト粉鹿も肺に繊維増殖を起こす作用

があります。職業柄アスベストを吸入する機会の

多い人は，肋膜の石灰沈着や気管支癌を引き起こ

し易いといわれていますが，その作用機作はよく

分かっていません。最近アスベストは使用禁止に

なり，大気中の排出規制も強化されています。

以上の他に Biogenic Silicaすなわち生物起源

のシリカについても，発癌牲が疑われています。

後で述べるように，植物の中にはケイ素を集積す

るものがあり， とくにイネ科のものに多いです

が，これらは広く集約的に栽培されるので問題に

なることがあります。

たとえばイランには食道癌が多発する地域があ

りますが，住民が食するノマンに混じっているクサ
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ヨシ属 (Phalaris) の植物のケイ酸質の毛(のぎ)

が原因の一つではないかと疑われています。動物

実験によると，それはハツカネズミに皮膚癌を引

き起こします。ほかにも， 穀物由来の繊維状シリ

カの食事への混入が原因 と思われる食道癌の多発

が，中国北部や南アフリカの地域で報告されてい

ます。またアメリカやインドのサトウキビ畑の労

働者が，収穫時に大気中に飛散するシリカ繊維の

吸入によっ一て，アスベスト症類似の障害を受ける

とし、う報告もあります32)。

2 溶存ケイ酸の作用

ヒ卜の血液には 2ppm前後のケイ素が含まれて

います。この濃度はほぼ一定で，ケイ酸投与量を

多くすると尿中のケイ酸濃度が高まります。飲料

水や食物からのケイ酸は吸収されるが，それは腎

臓によって尿中に排池され，濃度が高まらないよ

う調節されているようです。

固体シリカは前述のように害作用のみであるの

に対して，吸収されたケイ酸は脊椎動物の骨格の

形成に必要であることが， Carlisle らによって

1970年代に明らかにされました。そのためケイ素

豊富に存在するので，無ケイ素で動物を飼育する

ことは大変困難です。 しかし Carlisle らはa1r

fil ter をそなえた室内で， ケイ素をほとんど含ま

ないプラスチック性の飼育器を使って，ケイ素含

有量の極めてすくない食餌でヒヨコを育て，ケイ

素欠之症を発現させることに成功しました。

すなわち， 食餌べのケイ酸(ケイ酸ナトリウム)

添加の効果は 1~ 2週間であらわれ，体重増にか

なりの差 (30--50%)が生じました(表 3)。さら

にケイ酸を与えられなかったグループは，写真 1

に見られるように骨格の発育が悪く，頭蓋骨は小

さく奇形を呈しました33)。

表 3 食餌へのケイ酸添加に対するヒ当コの

生育反応 (CARLISLE， E. M. 1981) 33) 

供試
23日間の1日当り

実験回数
ヒヨコの数

平均体重増加(g) 差(%)
ケイ酸欠除ケイ酸添加

1回目 36 2.37:t0.11 3.10:t0.10 30.0 

2回目 30 3.25:t0.09 4.20:t0.09 30.0 

3回目 48 2.57土0.09 3.85:t0.11 49.8 

は動物の微量必須元素に加えられています。 軟骨はムコ多糖頭のグリコサミノグリカンに富

シリカは微粉塵などとして環境中に t~ こにでも んでいまーすが，ケイ酸はこの部分に多く，ケイ酸

写真1 ケイ素添加およびケイ素無添加の飼料で育てた の欠如によって軟骨のグリコサミそ

勝化後二4週間のヒナの生長のちがい h グリカン含有量が減少することか‘

左:ケイ素添加(ケイ酸ナトリウム 100ppm)飼料

右 :ケイ素無添加飼料を与えたヒナ Carlisle(1972) 33) 

ら，ケイ酸はグリコサミノグリカン

の代謝に関係することが推察されま

した。またケイ酸欠如により謬原繊

維のコラーゲン含有量が減少するこ

とを認め，これが頭蓋骨の奇形化の

一因ではないかとしています。

骨化はビタミン Dによって促進さ

れ，これが不足すると「くる病」にな

ることが知られていますが， Carlisle 

はこれとは別個にケイ酸欠如によっ

て骨化の妨げられることを，つぎの

ような実験結果から明らかにしまし

7こO

造骨細胞は骨生成の際， コラーゲ

ンやグリコサミノグリカンなどの有

機骨基質を合成しますが，骨化(有

機骨基質へのリン酸カルシウムの沈
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積)がはじまる前の造骨細胞のミトコンドリアに

は，カルシウムとケイ酸が集積しています。骨組

織中のこれらの含有量は骨化が進むにつれて増加

しますが，ある時点を越えるとケイ酸の含有量は

急激に低下し，カルシウムのみ高くなり，アパタ

イト (リン酸カノレシウム)が出来上がるころに

は，ケイ酸は痕跡程度になっています。これらの

ことからケイ酸は骨生成の初期の段階で，重要な

役割を果たしていることが分かります。

脊椎動物の骨の成分としてカルシウムとリンの

ほかにマグネシウムも含まれていることが見いだ

され，さらに微量成分としてフッ素と亜鉛の関与

も認められましたが，手れに新たにケイ素が加わ

ったわけです。

動物の体を構成している細胞は植物のような丈

夫な細胞壁に囲まれておらずいわば裸であるの

で，接触したシリカの微粒子に反応しやすいと思

われます。たとえばケイ肺症にみられるように，

吸気とともに肺胞に入ったシリカ粉慶は，肺胞の

隙聞からリンパ管に入札食細胞に取り込まれて

繊維増殖を引き起こします。

一方溶存しているケイ酸は，ある種の原生動物

や海綿動物に取り込まれ，体内でケイ酸質の骨格

在形成します。この場合はエネノレギーに依存した

ケイ酸の膜透過の仕組みが関係しており，つぎに

述べるケイ藻のシリカ殻形成と似たところがあり

ます。ニワトリのヒナの骨形成にみられるケイ素

の役割払造骨細胞に取り込まれたケイ酸が，有

機性の骨基質であるコラーゲンやグリコサミノグ

リカンの合成を促進することによっています。

このように動物細胞は植物よりもシリカに対し

て敏感なところがありますが，この違いは一つに

は細胞壁の有無が関係しているように思われま

す。

参考文献

29) 佐野辰雄:珪肺と塵肺，労働の科学， VOL.10 

(1955) 

30) 日本化学会訳編:微量元素一栄養と毒性-409頁，

丸善 (1975)

31) Asbestos， National Academy of Science， USA 

(1971) 

32) C.O'Neill et al: Silica and oesophageal can-

cer， in Silicon biochemistry p. 214， J ohn Wiley 

& Sons (1986) 

33) E. M. Carlisle : Silicon in bone formation，文

献 6)の pp.69-94

注 1) 肺胞:気管支末端の膨らみで，ガス交換の行われ

るところ

注 2) 大食細胞:異物を捕食消化するアメーパー状の細

胞，マクロブァージともいう

注 3) 肺気腫:肺組織が弾力性を失って呼吸が十分にで

きず，肺が異常に膨らむ症状

注 4) アスベスト:すでに石器時代に，焼き物をつくる

際，粘土を強化するために使ったといわれている。

ギリシャ・ローマ時代には，その燃えない性質のた

めに，魔法の物質として衣服に縫いこまれたりして

重宝された。近代になるとアスベストは産業にとっ

て欠かせないものとなり) 1970年代末には全世界で

年間 600万トンを越えるアスベストが生産された。

(アン・ナダカプレン著，岡本悦司訳:地球環境と

人間より)
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和歌山県のウメ産地の現状と衰弱させない

施肥のあり方を考える(1 ) 

※「産地では収穫作業の省力化が進み， 漬け梅主

体型のネット収穫が主流になり，収穫期が遅れる

上に自然環境の変化等も手伝って礼肥(元肥)のタ

イミングがずれてウメが衰弱傾向にある。 これら

の作業体系に対応出来る肥培管理など， ウメの生

理を考えた合理的な施肥のあり 方を探って見た。」

はじめに

梅は果樹の中でも ローカル品種 として取り扱わ

れ，近年全国的に栽培気運が高まり， 全国総生産

量は農林水産統計情報資料(平成 9年産)による

と136，200トンの生産があり，これまでの最高を

記録 している。
みな

産地は 全国津々浦々にある 中で 和歌山県の南

部 ・田辺 ・西牟婁地方が集団産地として最も大き

く，全国の5096余りのシェアを占める。平成 9年

は全国的に大豊作 となり，和歌山県ではこれ迄に

ない史上最高の 75，800トンの 生産量が記録され

Tこ。

梅は早春に花を咲かせ，早くも 6月に収穫期を

迎え，遅くても 7月上旬には収穫を終える。

和歌山県立南部高等学校

教諭谷口 充

受けとめ られ， 新規就農者数も割合多 く，他の作

目部門のiIE地よりも若い後継者が居ることは頼も

しし、。

ここに来て産地の梅栽培も，大気汚染や温暖化

などを 自然環境の中で，ウメの生育生理に影響を

もたらし， ウメ 樹を衰弱させ， ウメ 枯れまで引き

起こす事例が増え，経営が危うい状況に追い込ま

れてし、る園地も少なくない。

ここでは現状の栽培管理作業の組立を点検する

と共に， 変貌する栽培環境を踏まえ， ウメの生理

に合わせた肥培管限のあり 方を中心に考えてみた

い。ひいては大気汚染や環境の変化にも対応出来

る栽培管理に繋がるポイントが見えて来れば幸い

である。

1. 産地では青梅収穫が減少して漬け梅主体のネ

ット収穫が主流になり， 収穫時期が遅れる

分，樹に負担が大きくウメは泣いている。

青梅収穫では熟度88%--92%程度の若取りをす

るが， 漬け栴の場伶は樹上で黄熟を待って落果 し

たものをネッ ト上で毎日拾し、集める収穫方法が定

梅栽培では収穫労力に占める割合

が最も高く，努定等の管理作業を含

め11月か ら収穫期の7月上旬までに

写真 1 漬け梅主体型のネット収穫

労力が集中している。

農業は労働を資本とするが，特に

梅栽培において労力が収穫期に集中

するところが規模拡大を困難にして

いる。

一方，梅の需要も加工業者の製品

開発が購買力を支え，消費面では健

康食品ブームにも支えられ，梅干し

の効用が消費者に認識されて需要が

好調に推移している。

産地では収益率の高い果樹として

-ネ ットを敷設 して完熟落果を待って拾い集める。
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写真 2 収穫が終わればネットは作業の邪魔にならない

ように集めて結束。

にある。

しかし，反面デメリットも大きく，

肝心の樹勢の維持を考えると，収穫

が遅れる上に，ウメにとことん働か

せることで， 当然，衰弱に繋がり樹

体生理から見ると痛手は大きし、。

このことか ら，収穫時期が延伸す

る上，ネットの撤収に時間がかかり，

肝心の礼肥(元肥)の施用が遅れが

ちで，ウメ樹が要求する樹勢回復の

時期を失している事に気付かねばな

らない。

ウメの気 持ちでは収穫前の 6月

上・中旬に施肥して栄養補給を行

い，収穫と平行しながら成熟中も肥

着し，完熟果の収穫に切り替える農家が多く，樹 効が現れて樹の負担を軽くする収穫方法と肥培管

冠下に敷設するネット収穫が主流になって来てい 理が理想で，遅くても 6月下旬迄に収穫を終ら

る。 せ，収穫終期に肥効が高まり，梅雨明け迄に樹勢

このようにネット収穫は収穫期の延長と能率的 の回復をはかることが大切になる。

に集荷出来る点で省力化がはかれる(写真 い 2)。 ① 気候が変化して平均気温の上昇や酸性雨に弱

この場合，樹上で完熟を待つことで熟度は一定 いウメは，近年の皐魅傾向が追い打ちをかけ，

になり，果皮も薄く減酸はやや進むが糖度も高く 樹を益々衰弱させている。

なり，果肉内容も充実して品質の向上や収量も増 近年， 気候が変化して梅雨期が早魅であったり，

える等，漬け梅加工面から見ればメリットは確か 降水量が極端に少ない年が続き(表 1)， こうし

表 1 過去 6カ年間の月別降水量の推移(南部町)

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年合計

H5 106.1 66.1 77.9 177.5 142.2 360.2 307.1 116.8 401.0 151.0 70.0 127.5 2103.0 

口 口 ロ
H6 30.0 72.5 75.5 131.0 88.0 42.2 117.5 32.5 124.9 38.0 84.0 42.0 978.9 

口 口 口 口 口
H7 18.0 25.5 102.0 86.5 327.0 122.0 235.0 21.7 38.5 231.'1 1.5 15.5 1287.1 

ロ 口 口 口
H8 25.5 8.5 80.0 24.0 54.0 93.5 248.5 61.0 82.5 70.5 127.4 96.0 971.0 

口 口 口
H9 31.0 32.0 101.5 173.0 208.5 155.0 279.0 52.5 123.5 47.5 196.6 67.5 1467.6 

口 口
HI0 169.1 108.8 91.4 341.6 2∞.7 419.1 204.3 42.3 412.1 231.2 21.1 57.1 2298.8 

圃・ 圃・圃 圃 圃
※.…うめ栽培で雨のほしい時期 口…雨の少なかった月(単位mm) 観察・・・南部高校気象部
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た水分ストレスの累積と jさらに年間を通しての

小雨傾向にあったことが，大気汚染による酸性雨

等の影響を強く受け，衰弱を益々助長じてきたも

のと言えよう。

②，結実の安定する多収品種ほど成らせ過ぎれば

迄もなし、。永年性作物であるだけに，こうした樹

体への負担は連年重ねて担う事になる。もともと

産地の痩せた土壌基盤と近年の厳しい自然環境条

件(大気汚染・早魁傾向)から樹勢の低下は避け

られず，生育不良を引き起こし，図 1に示すよう

表弱しやすい特性を持つ。 に衰弱して枯れる樹も出て，産地では大きな問題
なんこう

"産地の主品種 f南高」は多収性品種であるだけ になっている。

に樹体には過酷芯負担を強いられる。 、 このような産地情勢の中で，一度衰弱すると回

結実が多くなれば樹体の消耗が激じい事は言う 復しにくい品種特性を持つ梅だけに，樹体消耗の

図 1 ウメ生育不良樹の発生本数の推移(南部郷) 激しいネット収穫は省力化

発生本数

40，0∞ 

3.5，000 

30，000 

25，0ω 

20，000 

15，000 

10，000 

5，000 

。
H6 

ー重症樹

図枯死樹

口軽症樹

H7 

37，903 

H8 H9 HlO 

※(和歌山県うめ対策研究会)報告資料より抜粋

図 2 紀南のウメ産地は瓜谷累層の地域に分布
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および増収には貢献してし、

るものの樹勢回復の手だて

が出来ず，これに対応出来

る安定生産に繋がる対策に

迫られている。

11 表弱を防ぐ対応は如何

に梅の生理に合わせた栽

培技術体系の確立が要求

される。

※「紀南地域の土壌基盤は

痩せている上に，自然環境

条件の変化や大気汚染に弱

いウメ樹の実態に迫る。」

① 主産地の土壌はウメの

生育を抑制して結実を促

進する性質を持つ。

産地の土壌は四万十川累

帯の第 3期層に属し， しか

も6，000万年前に出来た若

い土層として知られ，主産
おとなしがわ

地の大部分は音無川亜層群

の瓜谷累層に属し，この他
うけがわ むろあ かなやま

請川・牟婁亜層群，鉛山層

群等の複雑な地層分布の地

域から成り立ち，一部に地

核の変動で海底の土壌と入

れ代わった機質の海成洪積

層の地域も含まれh いずれ

の土層も風化が進んでいな

い上に鉱物資源に乏しく，

図 2に示すようじ瓜谷累層

(土壌成分がアンλ ランス
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に含まれる)の地域に主産地が形成されているこ

とが衰弱に拍車をかけている。

② ウメしか育たなかった痩せ地，歴史から土地

柄を学ぶ。

江戸時代この地域は作物の育ちも悪く，篠竹や

梅しか育たなかった土地柄，生産が上がらず百姓

は生活にも困る状況にあった。

当時の田辺藩主安藤直次は，百姓の生活を守る

ために独自の「おふれ」を出し，梅を免祖として

生活の糧に梅を植えることを奨励し，百姓の生活

を保護する施策が講じられた。

このようにして今日ある梅産地の基盤が，その

当時に出来たもので，劣悪な土壌基盤の上に梅栽

培が行われていると言うことが歴史的背景からも

伺えよう。

痩せ地は作物にとって栄養生長を抑制して生殖

生長に傾きやすいで，当時の品種でも土地柄から

結実性を促進していたもので，ウメを導入してき

た時代背景は納得出来ょう。

① 地域の山野に自生する山桜は梅と近縁で，地

域によっては姿を消しているが，ウメも大気汚

染に弱い。

梅はパラ科の桜属に属し，産地の山野に自生す

る山桜と近縁である。梅産地に分布する山桜も，

ここ10年前から早期(夏季の乾燥時期に入ると)

に落葉する樹が現れ，大方の地域で山桜は衰弱傾

向にある。海岸線より直線距離にして 5-6km以

内は，かろうじてその姿を確認出来るが，それよ

り奥地の中山間地では，平成 3-4年頃からその

姿は見かけなし、。このように早い時期に姿を消し

ている現状は環境汚染の侵こうを物語っている。

しかし，同じ日高郡でもそれより奥地の寒川や

龍神・護摩壇山では，桜は元気に生育してる現状

があり，気流の停滞等で大気汚染の影響を強く受

けやすい地域(降雨の度に霧が立ち込める)と，

受けにくい地域に別れるが，紀南の梅産地の大部

分は，こうした大気汚染の影響を受けやすい地域

に分布している。 (7月号へ続く)

チ吠ノ旭の新肥料紹介
女作物の要求l之合せて肥料成分の溶け方を

調節できる画期的コーティング肥料…・…-

ロンタ⑮〈被覆燐硝安加里> LPコード〈被覆尿素〉

女緩効性肥料・・........CDU@

女セル成型苗用育苗位・・….. .・ H ・....・ H ・-…・与作⑧

槽酸系肥料のNo.ト:......tllehO.f⑮

安世界の緑l之貢献する樹木専用打込み肥料・白色I\A11/~

⑪チツソ旭肥料株式会祉


